
「帰依
き え

仏塔
ぶっとう

」 

埼玉県指定史跡（昭和７年３月３１日指定） 

 

 

 光
こう

厳寺
ご ん じ

（大字大川戸
おおかわど

）境内にある正安
しょうあん

銘の大型板碑
い た び

です。「帰依佛
き え ぶ つ

」の三字

が刻まれた稀少な作例です。年号の下部が土台に埋没しているため、正確な造

立年次は不明ですが『新編武蔵風土記稿
し ん ぺ ん む さ し ふ ど き こ う

』では正安２年（１３００）としてい

ます。源光寺
げんこうじ

（大字上
かみ

赤岩
あかいわ

）にも正安３年銘の同型の「源光寺の帰依仏塔」（町

指定有形文化財）が存在します。寺伝では「帰依佛」の書体は、鎌倉時代の渡

来僧である一山一
いっさんいち

寧
ねい

の書を写したと言われています。 

 元禄
げんろく

８年（１６９５）の光厳寺境内絵図により、当時は寺のすぐ西を流れる

古利根川
ふ る と ね が わ

沿いの「往還」に面して立てられていたことが分かります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        現在の帰依仏塔 


